
 
 

令和７年度交通運輸技術開発推進制度「マッチング推進型」研究テーマ概要① 
研究開発課題名 鉄道施設の工事・維持管理を効率化・省力化するための技術開発 
社会課題／政策課題  鉄道建設技術者の減少に伴い、技術承継や生産性の向上が必要。 

 持続可能な建設業にするため、働き方改革が必要。 
 鉄道分野における ICT 活用等に関する公共工事や維持管理の基準類

が不足しており、建設分野の ICT の現場実装拡大が困難。 
 鉄道建設の現場は様々な系統・職種が共同作業を行っており、効率的

なデータの集約・整理を行うことが必要。 
研究テーマの詳細 鉄道施設は、トンネルの耐用年数が 60 年を超える割合が約 37%、橋りょ

うの耐用年数が 40 年を超える割合が約 82%と、施設の老朽化が進んでお
り、施設の更新や適切な維持管理が急務となっている。一方、鉄軌道部門
職員は減少傾向にあり、鉄道施設の工事・維持管理の効率化・省力化は喫
緊の重要課題である。そのため、旧来型の労働集約型の建設手法に代わり、
DX 技術などを用いて効率化・省力化された新たな工事・維持管理手法を
確立することにより、生産性向上につなげる。 

研究テーマの詳細（図）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連絡先 

（制度全般に関すること） 
総合政策局技術政策課 TEL : 03-5253-8111（内線 25626）/  

Email : hqt-giseika-koubo1@gxb.mlit.go.jp   
（研究テーマに関すること） 
鉄道局技術企画課  TEL : 03-5253-8547 / 

 Email : hqt-gijutsukaihatsushitsu@gxb.mlit.go.jp 
 


